
糖尿病教育入院のご案内 

 

最近の国民健康・栄養調査にとると日本の20歳以上の国民のうち、 

「糖尿病が強く疑われる人」は約８９０万人 

「糖尿病の可能性が否定できない人」は約１３２０万人 

と推計され、両者を併せると２２１０万人に達しています。これは最近１０年

間で８４０万人の増加です。 

 

糖尿病は症状がほとんどなく、治療しないままに放置されてもご本人は困る

ことがありません。しかしその後に待っているのは、視力障害（日本におけ

る中途失明の原因の第１位が糖尿病）、腎不全（日本における人工透

析の原因第１位が糖尿病）、下肢の壊疽、脳梗塞、心筋梗塞（当院で

心臓血管バイパス術を施行される方の６割以上が糖尿病か耐糖能障

害）など恐ろしい合併症です。一方、適切な治療を続けていけば、合併症と

無縁の人生を送ることができたり、糖尿病体質自体が徐々に改善し薬物の減量

なども可能です。 

 

 当科では、ただ単に血糖値を下げるだけの治療ではなく、ひとりひとりの方

が糖尿病になった原因を体質の検査や生活習慣の調査から明らかにし、それぞ

れに合った治療法を目指してきました。インスリン感受性の改善と、内因性イ

ンスリン分泌能の回復をはかり、インスリン治療からごく弱い経口糖尿病薬治

療や食事療法だけに戻すといったことも多数の方で成功しています。さらに、

腎症をはじめ合併症に対しても、血糖コントロールに加え、血圧コントロール、

特殊食の指導・実施、薬物治療などを積極的かつ根気強く行い、かつて進行の

予防さえ難しいといわれた合併症の改善が得られるようになってきました。 

  

このような長年の経験を生かし、患者さんの「自己管理」をサポートするた

め、医師・CDE（糖尿病療養指導士）の資格を持った看護師・管理栄養士・薬剤

師・臨床検査技師など専門のスタッフがチームを組んで患者さんの治療をサポ

ートするプログラムを立ち上げました。 



 

 
１週間入院を基本とし、集中した糖尿病教育、指導、診療が受けられます。 

糖尿病は、適正な治療を続けることによって、様々な合併症（網膜症・腎症・

神経障害・動脈硬化など）を予防することができます。そのためには、治療の

主役の患者さんとその家族の皆さんに、糖尿病コントロールの知識と技術を身

につけていただくことが重要となります。 

 

毎月第２月曜日からの１週間コースです。 

どんな病気も最初が肝心です。 

是非、向き合って克服しましょう。我々がサポートします。 

 

  


